
 

 

 

                            

古代史シリーズ６ 

「古代大和を創った鉄と海路」 

 

著者：情報戦略モデル研究所 

井上 正和 

  

 

本
冊
子
は
、
筆
者
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
て
い
る
中
で
、
講
義
録
を
製
本
化
し
た
も
の

で
す
。 

古
代
史
シ
リ
ー
ズ
６
で
は
、
大
和
を
創
っ
た
天
皇

と
渡
来
人
を
鉄
と
海
路
か
ら
探
っ
て
行
き
ま

す
。
世
界
の
歴
史
の
中
で
最
も
大
事
に
さ
れ
た

金
属
に
鉄
が
あ
り
ま
す
。
覇
権
の
た
め
の
武
器

と
し
て
、
文
明
・文
化
を
育
む
機
器
や
器
具
と

し
て
す
べ
て
の
国
で
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
に

お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

安来
鳥取

円山川
河口

竹野川河口

天橋立

倉敷

舞鶴

明石
大阪

大津

塩津

敦賀

岡山

楯築古墳
養久山古墳

纏向石塚古墳

大和
（奈良）

津山

千代川

吉井川

五色塚古墳

姫路

市川

揖保川

円山川

京都

由良川

保津川・桂川

淀川

荒島古墳群
加古川

④敦賀・湖北

ルート（５世紀）

②瀬戸内海ルート
（６世紀）

出典：ウィキペディアから原図引用
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は
じ
め
に 

本
冊
子
は
、
筆
者
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
中
で
、
講
義
録
を
製
本
化
し
た
も
の
で
す
。 

 

筆
者
は
、
以
前IT

メ
ー
カ
ー
のS

E

や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
専
門
で
し
た
。
十
年
ほ
ど
前
か
ら
大
学
で
の
講
義
を
き
っ
か
け
に
古
代
の
文
化
や

歴
史
に
興
味
が
湧
き
、
古
代
史
の
テ
キ
ス
ト
を
作
り
講
義
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

元
々
、
素
人
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
キ
ス
ト
を
作
る
訳
で
す
か
ら
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
（以
降
は「
記
紀
」と
い
う
）
が
読
め
な
か
っ
た

り
、
古
代
史
は
良
く
分
か
ら
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
初
心
者
の
方
々
が
持
た
れ
る
感
覚
が
同
様
に
疑
問
に
な
り
ま
し
た
。 

当
該
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
が
以
外
に
人
気
が
あ
る
の
は
、
素
人
の
視
点
で
不
明
点
を
解
説
す
る
こ
と
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
体

系
化
さ
れ
て
い
て
分
か
り
易
い
と
お
褒
め
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
元S

E

と
し
て
シ
ス
テ
ム
設
計
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
体
系
化
す
る

こ
と
が
性
癖
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
寄
与
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

古
代
史
シ
リ
ー
ズ
６ 

「
古
代
大
和
を
創
っ
た
鉄
と
海
路
」で
は
、
大
和
を
創
っ
た
天
皇
と
渡
来
人
を
鉄
と
海
路
か
ら
探
り
ま
す
。
世
界
の
歴

史
の
中
で
最
も
大
事
に
さ
れ
た
金
属
に
鉄
が
あ
り
ま
す
。
覇
権
の
た
め
の
武
器
と
し
て
、
文
明
・文
化
を
育
む
機
器
や
器
具
と
し
て
す
べ
て
の

国
で
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
に
お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
和
を
創
っ
た
天
皇
と
渡
来
人
を
鉄
と
海
路
か
ら
探
っ
て
行
き
ま
す
。 

本
冊
子
は
、
記
紀
を
読
み
解
く
た
め
に
、
参
考
図
書
を
主
体
的
に
活
用
し
記
紀
で
裏
付
け
を
す
る
形
で
進
み
ま
す
。
図
柄
は
ウ
キ
ペ
デ
ィ
ア
か

ら
か
な
り
引
用
し
て
い
ま
す
。
活
用
し
ま
し
た
主
要
参
考
図
書
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

＋
「
古
代
の
謎
は「
鉄
」
で
解
け
る
」（長
野
正
孝
著
、PH

P
） 

＋
「
古
代
の
謎
は「
海
路
」で
解
け
る
」 

（長
野
正
孝
著
、PH

P
） 

＋
「
古
代
の
技
術
を
知
れ
ば
、「
日
本
書
紀
」の
謎
が
解
け
る
」 

（長
野
正
孝
著
、PH

P

） 

＋
「
日
本
書
紀
」 

（宇
治
谷 

孟
著
、
講
談
社
） 

＋
「
古
事
記
」 

（
竹
田
恒
泰
著
、
学
研
）な
ど 

本
冊
子
の
古
代
史
シ
リ
ー
ズ
６ 

「
古
代
大
和
を
創
っ
た
鉄
と
海
路
」の
全
体
構
成
は
次
の
目
次
に
あ
げ
て
置
き
ま
す
。 
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古
代
史
シ
リ
ー
ズ
６ 

「
古
代
大
和
を
創
っ
た
鉄
と
海
路
」の
目
次 

◎ 

 
第
一
章 

「
鉄
の
伝
達
と
航
路
」  ......................................................................... 

４ 
鉄
の
伝
搬
ル
ー
ト
と
倭
国
大
乱
の
時
代
背
景
を
抑
え
る
。 

 第
二
章 

「
日
本
海
航
路
と
出
雲
・丹
後
・敦
賀
」  ................................................ 

１
４ 

日
本
海
航
路
の
拠
点
で
あ
る
丹
後
と
敦
賀
の
鉄
伝
搬
ル
ー
ト
拠
点
と
大
和
の
繋
が
り
を
知
る
。 

 

第
三
章 

「
倭
の
五
王
と
高
句
麗
と
の
戦
い
」  ...................................................... 

２
８ 

高
句
麗
と
の
戦
い
と
倭
の
五
王
時
代
の
時
代
背
景
を
知
る
。 

 
 

第
四
章 

「
雄
略
・継
体
天
皇
の
大
和
統
一
」 ....................................................... 

４
１ 

秦
氏
等
渡
来
系
の
民
と
応
神
・雄
略
・継
体
天
皇
の
戦
略
を
知
る
。 

 第
五
章 

「
大
和
の5

大
古
墳
群
と
鉄
の
路
の
神
」 ................................................ 

５
５ 

大
和
の5

大
古
墳
群
の
意
味
と
記
紀
の
神
々
と
鉄
の
路
の
関
連
を
探
る
。 

 

お
わ
り
に .................................................................................................... 

６
９ 

 
 



 

4 

 

◆
第
一
章 

「
鉄
の
伝
達
と
航
路
」の
目
次 

 
第
一
話 
鉄
の
伝
搬
と
時
代
背
景 ............................................................................. 

５ 

 
 第

二
話 

鉄
の
運
搬
ル
ー
ト 

 ................................................................................... 

７ 

 

第
三
話 

倭
国
大
乱
の
背
景 

 
 

 
 ....................................................................... 

９ 

 

コ
ラ
ム
：
「
ス
キ
タ
イ
国
の
鉄
」 

 ....................................................................... 

１
２ 
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第
一
話 

渡
来
人
の
う
ね
り
と
時
代
背
景 

  
 

鉄
が
倭
国
へ伝
え
ら
れ
る
の
は
紀
元
前
後
に
遡
る
。
そ
の
時
代
は
紀
元
前
三
世
紀
の
中
国
、
周
代
の「
戦
国
の
七
雄
」
の
一
つ
で
あ
る
燕
（え

ん
）
が
朝
鮮
半
島
を
治
め
て
い
る
春
秋
戦
国
時
代
で
あ
る
（参
照
資
料1-1

）。
朝
鮮
半
島
で
鉄
が
作
ら
れ
始
め
、
日
本
に
も
流
れ
始
め
る
。
紀

元
前
一
九
四
年
、
朝
鮮
半
島
に
中
国
人
（燕
・斉
の
亡
命
者
）と
原
住
民
の
連
合
政
権「
衛
氏
朝
鮮
」
が
建
国
さ
れ
る
。
王
険
城
（お
う
け
ん
じ

ょ
う
）を
築
き
、
現
在
の
平
壌
を
首
都
と
し
、
鉄
資
源
を
保
有
し
た
。
鉄
資
源
が
中
国
で
な
く
朝
鮮
か
ら
伝
わ
り
始
め
る
背
景
は
中
国
朝
鮮
の

時
代
を
抑
え
る
必
要
が
あ
る
。
当
時
の
中
国
は
春
秋
戦
国
時
代
に
あ
り
、
戦
国
の
七
雄
と
い
わ
れ
る
国
家
が
林
立
し
て
い
た
。
戦
国
の
七
雄

は
、
秦
・
楚
・斉
・燕
・
趙
・
魏
・韓
の
七
国
で
争
い
が
つ
づ
き
、
紀
元
前
二
二
一
年
に
秦
の
始
皇
帝
が
全
土
を
統
一
し
、
戦
国
時
代
は
終
結
す

る
。
そ
の
後
、
前
漢
が
興
り
、
前
二
〇
二
年
に
覇
権
が
移
る
。 

 

当
時
の
中
国
（前
漢
）
は
朝
鮮
半
島

へ渤
海
湾
を
渡
る
手
段
も
な
く
、
朝

鮮
半
島
に
は
無
関
心
で
あ
っ
た
。
秦
の

始
皇
帝
を
始
め
、
万
里
の
長
城
が
海

に
落
ち
る
山
海
関
（さ
ん
か
い
か
ん
）

か
ら
東
に
は
関
心
が
な
か
っ
た
。
前
漢

の
武
帝
（BC

141
-87

年
在
位
）の
時

代
、
西
方
の
匈
奴
討
伐
の
結
果
、
中

国
と
西
方
の
通
商
路
が
開
け
西
欧
や

イ
ン
ド
か
ら
多
く
の
知
識
・文
物
が
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
じ
て
伝
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
中
に
は
帆
船
の
技
術
も

あ
っ
た
（参
照
資
料1-2-

①
）。
地
中

海
の
国
々
で
は
紀
元
前
六
〇
〇
年
頃

に
は
帆
船
が
作
ら
れ
活
動
し
て
い
た
。

そ
の
技
術
を
使
え
ば
渤
海
湾
（ぼ
っ
か

参照資料１－１：春秋戦国時代（ B.C400-230）
（注記）中国の紀元前後の動き
春秋戦国時代（BC400）⇒秦(BC221）⇒前漢（BC202）⇒新(AD8）⇒後漢（AD25）

山東半島

遼東半島

山海関

出典：ウィキペディア

渤海湾

参照資料１－２ー①：古代地中海の帆船

プレース・ジュレス・バーネ第7号船
(紀元前525年頃) 

フェニキア商船の船の出土模型（紀元前800年頃）

マスト穴

マスト支え梁

マスト支え

オール穴

出典：ウィキペディア
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い
わ
ん
）を
渡
れ
る
よ
う
に
な
る
。
紀
元
前
一
〇
九
年
、
武
帝
は
水
軍
を
結
成
し
、
海

と
陸
か
ら
衛
氏
朝
鮮
を
攻
め
滅
ぼ
す
。
中
国
に
鉄
資
源
（精
錬
・製
造
施
設
も
含
む
）

を
も
た
ら
し
、
朝
鮮
を
植
民
地
支
配
し
、
鉄
を
得
て
か
ら
の
前
漢
は
侵
略
国
家
に
変

貌
す
る(

参
照
資
料1-2-

②
）。
鉄
の
生
産
の
起
源
は
西
ア
ジ
ア
に
ヒ
ッ
タ
イ
ト
帝
国

（BC
1900

）が
あ
り
、
こ
の
技
術
を
遊
牧
民
国
家
の
注

ス
キ
タ
イ
が
東
方
に
伝
え
た
と

言
わ
れ
る
。
高
句
麗
お
よ
び
そ
の
前
身
で
あ
る
扶
余
（ふ
よ
）も
遊
牧
民
と
言
わ
れ
る
。

朝
鮮
半
島
への
製
鉄
技
術
が
中
国
に
先
ん
じ
た
の
は
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
（注
）詳
細
は
コ
ラ
ム
参
照
。 

 

当
時
の
鉄
は
覇
権
を
得
る
た
め
の
最
も
重
要
な
金
属
で
あ
り
、
権
力
の
象
徴
で
も
あ

っ
た
。
生
産
量
も
少
な
か
っ
た
た
め
貴
重
品
で
あ
る
。
前
漢
（BC

1-A
D

1

）で
は
当
初
、

こ
の
鉄
は
前
漢
が
国
家
統
制
し
、
周
辺
の
友
好
国
に
は
恭
順
さ
せ
る
た
め
の
贈
答
品

と
し
て
贈
ら
れ
た
。
威
力
の
あ
る
長
剣
、
素
環
頭
鉄
刀
（す
か
ん
ど
う
て
っ
と
う
）
な
ど

は
倭
や
辰
韓
に
、
短
剣
は
高
句
麗
な
ど
周
辺
国
に
贈
ら
れ
た
。
日
本
で
は
こ
の
贈
答

品
で
あ
る
素
環
頭
鉄
刀
な
ど
の
鉄
製
品
が
日
本
海
側
と
北
九
州
で
出
土
す
る
。
日
本

への
鉄
の
ル
ー
ト
は
、
倭
人
の
道
（北
九
州
）、
高
句
麗
の
道
（日
本
海
）
の
二
つ
の
路
が
あ

っ
た
。 

  

 

 

 
 

参照資料１－２－②：前漢と衛氏朝鮮（ B.C195）

前漢

衛氏朝鮮

出典：ウィキペディアから原図引用



 

7 

 

第
二
話 

鉄
の
運
搬
ル
ー
ト 

 
 前

漢
の
武
帝
が
朝
鮮
半
島
の
鉄
を
抑
え
た
後
、
朝
鮮
半
島
の
楽
浪
郡
で
は
鉄
の
交
易
を
管
理
・統
制
し
、
製
鉄
技
術
を
秘
匿
し
て
い
た
が
、
周

辺
民
族
に
襲
わ
れ
、
そ
の
た
び
に
鉄
の
鍛
造
技
術
は
拡
散
す
る
こ
と
に
な
る
。
倭
国
への
運
搬
は
高
句
麗
の
遊
牧
民
が
略
奪
し
た
鉄
を
朝
鮮
半

島
の
中
央
の
太
白
山
脈
を
通
っ
て
東
海
岸
を
馬
で
運
ん
だ
と「
魏
書 

東
夷
伝 

高
句
麗
条
」に
記
述
す
る
。
こ
の
ル
ー
ト
は「
高
句
麗
の
道
」と

言
わ
れ
、
リ
マ
ン
海
流
を
利
用
し
て
運
搬
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
う
一
つ
は
、
倭
人
が
半
島
の
西
海
岸
を
船
で
対
馬
・壱
岐
経
由
で
運
ぶ「
倭
人

の
道
」で
あ
り
対
馬
海
峡
を
活
用
す
る
。
各
ル
ー
ト
の
存
在
は
そ
こ
に
存
在
す
る
遺
跡
に
よ
っ
て
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

ま
ず
、「
高
句
麗
の
道
」か
ら
み
て
み
よ
う
。
こ
の
ル
ー
ト
で
は
弥
生
時
代
後
半
か
ら
末
期
の
墳
墓
で
は
剣
や
鉄
器
が
出
土
す
る
。
丹
後
、
播

磨
、
但
馬
、
越
前
、
上
野
の
方
が
北
九
州
よ
り
多
い
と
考
古
学
者
の
野
島
永
氏
は
語
る
。
ま
た
、
伯
耆
（ほ
う
き
）の
国
（鳥
取
県
）で
は
、
遼
東

半
島
で
作
ら
れ
た
鉄
器
（BC

4
00

年
前
後
）が
運
ば
れ
て
い
る
。
い
ま
ま
で
九
州
し
か
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
素
環
頭
鉄
刀
が
出
土
す
る
。
妻
木

晩
田
（む
き
ば
ん
だ
）遺
跡
、
青
谷
上
寺
地

（
あ
お
や
か
み
ぢ
ち
）
遺
跡
か
ら
は
四
百
点

以
上
の
鉄
器
が
出
土
し
た
。
こ
の
事
実
は
日

本
海
側
沿
岸
で
は
古
く
か
ら
朝
鮮
半
島
と

の
交
流
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
で
鉄
器
生
産

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
鳥
取
以

北
に
朝
鮮
半
島
か
ら
交
易
を
持
つ
た
め
に

は
経
由
地
が
必
要
に
な
る
が
、
リ
マ
ン
海
流

か
ら
対
馬
海
流
に
乗
っ
て
経
由
す
る
に
好

都
合
な
島
、「
隠
岐
の
島
」が
あ
っ
た
（参
照

資
料-

3,4

）。  
 

 
 

 

こ
の
隠
岐
の
島
に
は
二
百
基
も
の
円
墳
・

角
墳
が
混
じ
っ
た
墳
墓
が
あ
る
。
倭
国
大
乱

の
時
代
に
多
く
の
漂
着
民
が
こ
の
地
に
漂

着
し
た
。
ま
た
、
縄
文
時
代
か
ら
朝
鮮
南

参照資料１－３：対馬海流とリマン海流

リマン海流

対馬海流

出典：ウィキペディアから原図引用

海神社

参照資料１－４：隠岐の島

陶塤

出典：ウィキペディアから原図引用

島前

島後

島前

島後
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部
か
ら
隠
岐
の
島
・出
雲
の
航
路
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
弥
生
中
期
以
降
、
一
世
紀
頃
か
ら
始
ま
る
半
島
と
の「
鉄
の
道
」は
四
世

紀
ご
ろ
敦
賀
への
海
路
が
で
き
る
ま
で
北
限
が
丹
後
半
島
に
な
る
。
隠
岐
の
島
の
西
ノ
島
町
の
海
（
あ
ま
）神
社
の
例
祭
に
は「
船
渡
御
祭
（ふ
ね

と
ぎ
ょ
ま
つ
り
）」
が
残
る
。
こ
の
地
が
鉄
の
道
の
中
継
港
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

弥
生
中
期
後
半
に
な
る
と
、
日
本
海
か
ら
土
笛
陶
塤
注

（と
う
け
ん
）が
消
え
る
。
陶
塤
と
は
鉄
と
と
も
に
古
代
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
楽
器
で

あ
る
が
、
音
は
ひ
ど
く
、
祭
祀
や
船
乗
り
の
汽
笛
で
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
交
易
の
盛
ん
な
日
本
海
沿
岸
地
区
か
ら
消
え
る
と
い
う
こ
と

は
土
笛
陶
塤
を
使
わ
な
い
民
族
が
来
た
と
い
う
こ
と
か
が
想
像
で
き
る
。
そ
の
民
族
が
丹
後
の「
黒
曜
石
等
の
路
」を「
鉄
の
路
」に
変
え
た
民

族
で
あ
る
。 

一
方
、「
倭
人
の
道
」は
、
朝
鮮
半
島
西
海
岸
か
ら
対
馬
・壱
岐
を
通
り
北
九
州
へ鉄
を
運
搬
す
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。
紀
元
前
三
世
紀
か
ら

紀
元
二
世
紀
に
活
動
し
た
北
部
九
州
、
福
岡
県
糸
島
市
井
原
鑓
溝
（
や
り
み
ぞ
）
遺
跡
、
佐
賀
県
唐
津
市
の
桜
馬
場
（
さ
く
ら
の
ば
ば
）遺
跡

な
ど
で
は
鍛
冶
（た
ん
ち
）
技
術
が
発
達
し
た
。
鍛
冶
技
術
と
は
、
鍛
冶
（
か
じ
）の
技
術
で
あ
り
、
金
属
を
鍛
錬
し
て
製
品
を
製
造
す
る
技
術

で
あ
る
。
近
く
に
伊
都
国
（い
と
こ
く
）の
王
都
、
三
雲
南
小
路
（み
く
も
み
な
み
し
ょ
う
じ
）
遺
跡
（鉄
剣
や
多
量
の
銅
鏡
が
出
土
）と
は
同
時

代
で
あ
り
、
多
く
の
甕
棺
墓
（
か
め
か
ん
ぼ
）
か
ら
鉄
器
が
出
土
す
る
。
輸
入
さ
れ
た
質
の
良
い
鉄
剣
（素
環
頭
鉄
刀
）
は
副
葬
品
と
し
て
埋
葬

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
期
、
壱
岐
の
原
の
辻
遺
跡
、
加
羅
神(

カ
ラ
カ
ミ
）
遺
跡
か
ら
農
耕
具
や
武
器
、
狩
猟
漁
撈
用
鉄
器
、
精
錬
炉

跡
な
ど
が
出
土
す
る
。
朝
鮮
半
島
か
ら
対
馬
・壱
岐
を
経
由
し
、
北
九
州
で
普
及
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。 

倭
人
と
は
、
九
州
、
西
日
本
の
島
嶼
部
（と
う
し
ょ
ぶ
：小
島
の
こ
と
）、
朝
鮮
半
島
の
西
部
海
域
か
ら
遼
東
半
島
ま
で
の
海
域
を
活
動
し
て
い

た
海
洋
民
族
で
あ
り
、
同
じ
人
種
で
は
な
く
、
日
本
海
を
渡
る
知
恵
と
技
術
を
付
け
、
海
で
助
け
合
う
こ
と
が
宿
命
づ
け
ら
れ
た
仲
間
た
ち

で
、
西
洋
の
ハ
ン
ザ
同
盟
の
よ
う
な
都
市
連
合
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
倭
人
の
居
住
す
る
地
域
が
海
岸
線
に
沿
っ
て
広
く
分
散
す
る
と
い

う
こ
と
は
異
な
っ
た
人
種
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

朝
鮮
半
島
と
の
交
易
で
倭
国
か
ら
提
供
で
き
る
産
品
は
三
世
紀
の
卑
弥
呼
の
時
代
前
ま
で
勾
玉
、
翡
翠
（糸
魚
川
）、
黒
曜
石
（丹
後
）な
ど

を
持
ち
寄
り
、
弁
韓
へ年
に
数
度
渡
海
し
ま
し
た
。
倭
国
が
渡
航
し
た
時
期
は
、
旧
暦
の
四
月
～
六
月
に
集
中
し
て
お
り
、
寒
い
時
期
の
九
月

（
新
暦
の
九
月
下
旬
）
か
ら
一
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。
倭
寇
と
し
て
新
羅
を
襲
撃
し
た
時
期
を「
三
国
史
記
」に
記
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
り

ま
す
。 
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第
三
話 

倭
国
大
乱
の
背
景 

 
 

 
 

魏
志
倭
人
伝
に
倭
国
大
乱
の
記
述
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
後
漢
の
桓
帝
（
か
ん
て
い
）、
霊
帝
（れ
い
て
い
）の
時
代
（148

年
か
ら189

年
）

頃
、
倭
国
は
長
ら
く
乱
れ
、
何
年
も
攻
め
合
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
人
の
女
子
を
と
も
に
王
に
立
て
た
。
名
は
卑
弥
呼
・・・」と
記
述
さ
れ
る
。
倭

国
大
乱
の
記
述
は
魏
志
倭
人
伝
以
外
に
記
述
は
な
い
。
当
時
の
中
国
（後
漢
か
ら
魏
）は
、
東
海
岸
で
起
き
始
め
て
い
た
高
句
麗
の
南
下
情
報

は
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。 

東
夷
伝
に
よ
れ
ば
、
倭
国
大
乱
の
き
っ
か
け
は
、
西
暦
三
七
年
、
高
句
麗
が
楽
浪
郡
を
突
然
侵
略
し
、
さ
ら
に
朝
鮮
半
島
の
東
海
岸
ま
で
達

す
る
。
高
句
麗
の
侵
攻
で
朝
鮮
半
島
の
北
半
分
は
高
句
麗
領
に
な
り
圧
政
が
始
ま
る
。
東
沃
沮
（ひ
が
し
よ
う
そ
）や
濊
（わ
い
）の
住
民
は
難

民
と
し
て
南
下
し
、
一
部
は
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
と
し

て
海
に
逃
れ
た
。
難
民
と
な
っ
た
彼
ら
は
、
リ
マ
ン
海

流
か
ら
対
馬
海
流
に
乗
り
日
本
海
に
出
て
出
雲
や

丹
後
半
島
界
隈
に
漂
着
し
た
。
高
句
麗
は
扶
余
（ふ

よ
）
の
王
族
朱
蒙
（し
ゅ
も
う
）が
、
前
三
七
年
に
建

国
し
た
が
、
扶
余
、
高
句
麗
、
東
沃
沮
、
濊
は
遊
牧

民
で
騎
馬
を
得
意
と
す
る
同
系
統
の
種
族
で
あ

る
。
扶
余
国
の
末
裔
が
高
句
麗
と
百
済
を
作
っ
た

と
言
わ
れ
る
。
参
照
資
料1-5

で
は
、
前
漢
が
注

玄

菟
郡
（げ
ん
と
ぐ
ん
）と
し
て
属
領
と
し
て
い
た
時

代
、
高
句
麗
は
未
だ
存
在
せ
ず
、
そ
の
北
方
を
扶

余
国
が
占
め
て
い
ま
し
た
。
（
注
）漢
の
武
帝
の
朝
鮮
遠

征
に
よ
っ
て
衛
氏(

え
い
し)

朝
鮮
が
滅
ぼ
さ
れ
、
そ
の
結
果
設

置
さ
れ
た
朝
鮮
四
郡
（
漢
四
郡
）
の
一
つ
。 

紀
元
一―

二
世
紀
時
代
に
高
句
麗
が
侵
略
を
始

め
、
三―

四
世
紀
に
は
朝
鮮
半
島
の
か
な
り
の
部

分
を
制
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
倭
国
に
は
ボ
ー
ト

参照資料１－６：キトラ古墳（四神図、宿星図）

壁面

天井

石室内
出典：ウィキペディアから原図引用

参照資料１－５：高句麗の南下

出典：図説ユニバーサル新世界史資料

前1世紀 後1ー２世紀 後３ー４世紀

玄菟郡 濊
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ピ
ー
プ
ル
と
し
て
難
民
が
渡
っ
て
く
る
と
同
時
に
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
依
頼
も
受
け
倭
の
五
王
時

代
に
な
り
、
強
力
な
軍
事
力
の
も
と
に
半
島
への
基
盤
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
に
は
、
王
侯
貴
族
が
多
く
含
ま
れ
移
住
し
て
き
ま
す
。
紀
元
前
か
ら
の
倭

と
の
交
易
関
係
が
あ
り
、
移
動
・移
住
し
や
す
い
国
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
キ
ト
ラ
古
墳
も

そ
う
い
っ
た
渡
来
人
の
遺
跡
で
す
（参
照
資
料1-6

）。
キ
ト
ラ
古
墳
は
遊
牧
民
の
脳
（思
考
）と

行
動
様
式
を
表
し
て
い
ま
す
。
キ
ト
ラ
古
墳
の
壁
面
の
東
西
南
北
を
示
す
青
龍
（せ
い
り
ゅ
う
）、

白
虎
（び
ゃ
っ
こ
）、
朱
雀
（す
じ
ゃ
く
）
、
玄
武
（げ
ん
ぶ
）の
四
神
図
と
天
井
に
宿
星
図
（し
ゅ
く

せ
い
ず
）が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
四
神
図
と
宿
星
図
は
こ
の
塚
の
主
が
黄
泉
の
国
で
数
百
、
数

千
の
家
畜
を
連
れ
て
旅
す
る
時
、
欠
か
せ
な
い
位
置
情
報
を
表
し
て
い
る
の
で
す
。
草
原
の
塚
と

夜
の
星
座
は
自
分
の
位
置
と
進
む
べ
き
道
を
教
え
た
の
で
す
。
倭
の
国
に
移
住
し
て
き
た
難
民
が

遊
牧
の
民
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
遊
牧
の
民
の
中
に
、「
播
磨
風
土
記
」に
記

述
さ
れ
、
史
実
と
し
て
残
る
王
侯
貴
族
、
天
日

槍
命
（ア
メ
ノ
ヒ
ボ
コ
ノ
ミ
コ
ト
）が
出
て
き
ま
す

（参
照
資
料1—

7

）
。
そ
こ
に
は
、
一
世
紀
前
半

に「
新
羅
の
王
子
が
突
然
播
磨
に
来
て
、
淡
路

島
を
占
領
し
た
。
ち
な
み
に
、
天
日
槍
命
の
末

裔
に
日
本
書
紀
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
神
功
皇

后
（じ
ん
ぐ
う
こ
う
ご
う
）が
い
ま
す
。
三
韓
征

伐
の
後
、
第
十
五
代
天
皇
の
応
神
天
皇
を
生

み
ま
す
。
応
神
天
皇
は
八
幡
神
の
総
本
山
で

あ
る
宇
佐
神
宮
の
主
祭
神
に
な
り
、
倭
の
五

王
の
初
代
と
も
目
さ
れ
る
天
皇
で
す
。 

話
を
天
日
槍
命
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。「
天
日
槍

命
は
地
元
の
勢
力
と
争
っ
て
但
馬
の
円
山
（ま

る
や
ま
）川
流
域
を
支
配
し
、
豊
岡
の
出
石
（い

参照資料１－７：天日槍命（アメノヒボコノミコト）と神功皇后

多遅摩之俣尾

前津見 天日槍命 阿加流比売

多遅摩母呂須玖

多遅摩斐泥

多遅摩比那良岐

多遅麻毛理

多遅摩比多訶

清日子 当摩之咩斐

酢鹿之諸男

菅竈由良度美

葛城之高額比売命

息長帯比売命（神功皇后）第１４代 仲哀天皇

小碓命（倭武命） 両道入姫命
（ふたじいりひめのみこと）

第１２代景行天皇

第１１代 垂仁天皇の皇女

第１５代 応神天皇

息長宿禰王

第９代開化天皇

(玄孫）

円山川

参照資料１－８：但馬・丹後文化圏

円山川流域

円山川
播磨

豊岡の出石

出典：ウィキペディアから原図引用

参照資料１－９：淡路島（1世紀ころ）鍛造図

五斗長垣内遺跡

出典：ウィキペディアから原図引用
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づ
し
）に
も
拠
点
を
置
い
た
」と
記
述
さ
れ
ま
す
（参
照
資
料1-8

）。
朝
鮮
半
島
の
一
世

紀
前
半
に
高
句
麗
が
朝
鮮
半
島
に
侵
入
し
た
動
き
と
こ
の
天
日
槍
命
の
移
住
時
期
は

一
致
し
て
い
ま
す
。
淡
路
島
に
一
世
紀
ご
ろ
の
製
鉄
遺
跡「
五
斗
長
垣
内
（ご
つ
さ
か
い

と
）遺
跡
」が
鍛
造
製
鉄
所
と
し
て
操
業
し
て
い
た
事
実
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
円
山

川
か
ら
市
川
、
揖
保
川
（
い
ぼ
が
わ
）ま
で
抜
け
る
最
初
の
畿
内
への
鉄
の
道
が
出
来
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
詳
細
は
第
二
回
配
本
に
譲
る
。
ま
た
、
播
磨
に
来
襲
し
た
王
子
は
風

土
記
に
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
新
羅
の
王
子
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
当
時
、
新
羅
と
い

う
国
は
な
い
。
濊
（わ
い
）の
部
族
の
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
（漂
着
難
民
）
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ

て
い
る
。 

こ
の
時
代
を
境
に
し
て
鉄
の
副
葬
品
を
有
す
る
異
形
墳
墓
が
大
量
発
生
す
る
。
積
石

墓
（つ
み
い
し
ぼ
）、
円
墳
の
増
加
で
あ
る
。
世
紀
前
の
日
本
の
墳
墓
は
土
壙
墓
（ど
こ
う

ぼ
）、
中
国
・朝
鮮
の
影
響
を
受
け
た
甕
棺
（
か
め
か
ん
）
、
周
溝
墓
（し
ゅ
う
こ
う
ぼ
）、

支
石
墓
（し
せ
き
ぼ
）な
ど
が
あ
っ
た
。
一
世
紀
ご
ろ
、
全
国
的
に
今
ま
で
見
ら
れ
な
い

積
石
墓
が
増
え
、
後
に
円
墳
が
増
え
始
め
る
。
丹
後
で
は
紀
元
前
一
〇
〇
年
か
ら
紀
元

一
〇
〇
年
頃
に
大
小
数
多
く
の
光
る
方
形
貼
石
墓
（は
り
い
し
ぼ
）が
で
き
る
（参
考
資

料1-10

）。
古
墳
時
代
の
吉
備
や
大
和
で
は
貼
石
を
葺
石
（ふ
き
い
し
）と
い
い
、
円
筒

埴
輪
も
配
し
た
墳
墓
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
墳
墓
は
鳥
取
県
よ
り
東
の
海
岸
、
河
川
か
ら

瀬
戸
内
海
側
に
か
け
て
分
布
す
る
。
そ
し
て
、
古
墳
時
代
に
な
っ
て
も
増
え
続
け
る
。
間
断
な
く
漂
着
難
民
が
来
た
。
こ
の
貼
石
墓
は
夜
中
で

も
月
明
か
り
で
光
り
確
認
が
で
き
る
。
遊
牧
民
に
は
道
し
る
べ
や
民
族
の
存
在
を
示
す
目
印
で
あ
っ
た
。
現
在
の
中
国
東
北
部
と
北
朝
鮮
に
位

置
し
た
夫
余
や
高
句
麗
系
の
遊
牧
民
の
墳
墓
と
酷
似
す
る
。 

参照資料１－１０：日本海の方形貼石墓と積石墓

積石墓（塚）

出典：ウィキペディアから原図引用
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コ
ラ
ム
：
「
ス
キ
タ
イ
国
の
鉄
」 

  
騎
馬
遊
牧
民
で
あ
る
ス
キ
タ
イ
人
の
文
化
は
、
騎
馬
の
技
術
、
馬
具
、
武
器
に
施
さ
れ
た
動
物
紋
な
ど
が
特
徴
で
あ
る
。
紀
元
前
一

千
年
頃
か
ら
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
広
く
影
響
を
与
え
た
。 

 

前
七
世
紀
か
ら
前
六
世
紀
の
ス
キ
タ
イ
人
の
首
長
を
埋
葬
し
た
墳
墓
（
ク
ル
ガ
ン
）
が
発
掘
さ
れ
、
お
び
た
だ
し
い
金
製
品
が
発
見
さ

れ
た
。
と
く
に
多
く
の
枝
に
分
か
れ
た
角
を
持
つ
う
ず
く
ま
っ
た
鹿
や
豹
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
姿
勢
で
戦
う
猛
獣
を
組
み
合
わ
せ
た
、「
動

物
意
匠
」
と
言
わ
れ
る
形
態
を
と
る
金
や
青
銅
の
製
品
は
、
ス
キ
タ
イ
文
化
の
高
度
な
到
達
度
を
示
し
て
い
る
（参
照
資
料1-11

）。
彼

ら
の
文
化
は
草
原
の
道
（ス
テ
ッ
プ
＝
ロ
ー
ド
）
を
経
て
東
方
に
も
広
が
り
、
中
央
ア
ジ
ア
の
パ
ミ
ー
ル
高
原
の
東
西
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
高
原
、

中
国
北
部
に
も
及
ん
で
い
る
。
そ
の
全
盛
期
は
前
六
～
前
五
世
紀
ご
ろ
で
あ
っ

た
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
騎
馬
民
族
と
し
て
最
初
に
登
場
す
る
民
族
で
あ
り
、
ス

キ
タ
イ
文
化
は
西
ア
ジ
ア
の
ヒ
ッ
タ
イ
ト
な
ど
か
ら
鉄
器
の
製
造
を
学
び
、
そ
れ

を
東
方
に
伝
え
、
他
の
遊
牧
騎
馬
民
族
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。 

ヒ
ッ
タ
イ
ト
と
は
、
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
に
属
す
る
一
民
族
で
、
前
千
九
百

年
頃
、
西
ア
ジ
ア
に
起
こ
っ
た
広
範
囲
な
民
族
移
動
の
動
き
の
一
つ
と
し
て
東
方

か
ら
小
ア
ジ
ア
（ア
ナ
ト
リ
ア
＝
現
在
の
ト
ル
コ
）
に
移
住
し
、
既
に
そ
の
地
で
始

ま
っ
て
い
た
鉄
器
製
造
技
術
を
身
に
つ
け
、
有
力
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
ヒ
ッ
タ
イ
ト
人
は
独
自
の
製
鉄
技
術
を
発
達
さ
せ
、
武
器
や
実
用
品
と
し

て
鉄
器
を
製
造
し
た
が
、
彼
ら
は
鉄
製
の
車
輪
を
二
頭
の
馬
に
ひ
か
せ
る
戦
車

（チ
ャ
リ
オ
ッ
ト
）
を
発
明
し
、
周
辺
諸
国
と
の
戦
い
を
極
め
て
有
利
に
進
め
た
。

ヒ
ッ
タ
イ
ト
人
は
製
鉄
の
技
術
を
秘
匿
し
て
い
た
と
い
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
勢

力
を
伸
ば
し
た
。
し
か
し
、
前
千
二
百
年
頃
、「
海
の
民
」
の
侵
入
を
受
け
て
滅

亡
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
事
情
は
わ
か
ら
な
い
点
が
多
い
。 

 

ヒ
ッ
タ
イ
ト
が
滅
亡
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
占
し
て
い
た
鉄
器
製
造
技
術
が
、

西
ア
ジ
ア
か
ら
東
地
中
海
一
帯
へ
拡
散
さ
れ
、
文
明
段
階
の
青
銅
器
時
代
か
ら

鉄
器
時
代
へと
移
行
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
最
近
二
〇
二
七
年
、
考
古
学

参照資料１－１１：スキタイ国の金属文明

スキタイ王国

ペルシャ王国

前７ー６世紀

出典：ウィキペディアから原図引用

出土品

スキタイ軍隊（想像）
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者
の
故
大
村
幸
弘
氏
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
で
前
二
千
二
百
年
前
の
地
層
か
ら
製
鉄
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
製

鉄
技
術
が
紀
元
前
後
に
遊
牧
民
に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 
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◆

第
二
章 

「
鉄
の
伝
達
と
航
路
」の
目
次 

 

 
  

以降省略 
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参
考
図
書 

 
＋
「
古
代
の
謎
は「
鉄
」
で
解
け
る
」（長
野
正
孝
著
、PH

P

） 

 

＋
「
古
代
の
謎
は「
海
路
」で
解
け
る
」 

（長
野
正
孝
著
、PH

P

） 

 

＋
「
古
代
の
技
術
を
知
れ
ば
、「
日
本
書
紀
」の
謎
が
解
け
る
」 

（長
野
正
孝
著
、PH

P

） 

 

＋
「
日
本
書
紀
」 

（宇
治
谷 
孟
著
、
講
談
社
） 

 

＋
「
古
事
記
」 

（
竹
田
恒
泰
著
、
学
研
）な
ど 
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お
わ
り
に 

  

従
来
の
日
本
の
古
代
史
は
、
全
て
の
渡
来
人
、
大
陸
か
ら
の
新
し
い
技
術
は
対
馬
海
峡
を
通
り
、
北
九
州
、
瀬
戸
内
海
を
経
て
大
和
に
入
り

伝
え
ら
れ
た
と
い
う
の
が
主
流
で
し
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
取
り
上
げ
た
長
野
正
孝
氏
に
よ
る「
古
代
の
鉄
の
道
」に
関
わ
る
三
巻
の
著
作
物
は

は
新
し
い
古
代
史
の
切
り
口
を
与
え
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
湾
港
技
術
者
と
言
う
専
門
性
が
あ
っ
た
こ
と
で
技
術
的
な
観
点
か
ら
古
代
の

航
路
を
解
析
さ
れ
、
考
古
学
の
裏
付
け
を
さ
れ
た
こ
と
が
そ
の
要
因
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

瀬
戸
内
海
航
路
が
開
発
さ
れ
る
前
に
日
本
海
航
路
が
主
流
で
あ
っ
た
こ
と
が
具
体
的
に
解
説
さ
れ
、
妥
当
性
を
持
っ
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
帆
船
や
羅
針
盤
等
の
航
海
技
術
が
で
き
る
ま
で
丹
後
半
島
を
横
断
す
る
運
河
が
あ
り
、
こ
の
半
島
を
中
心
と
し
た
タ
ニ
ワ
王
国

の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
ら
れ
た
卓
見
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
記
紀
に
は
こ
の
王
国
の
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
第
十
一
代
垂
仁
天
皇

の
后
、
日
葉
酢
媛
命
（ひ
ば
す
ひ
め
の
み
こ
と
）が
タ
ニ
ワ
大
国
の
姫
で
あ
り
、
大
和
朝
廷
と
の
緊
密
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
記
紀
に
記
述
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
高
句
麗
と
の
戦
い
が
倭
の
五
王
時
代
を
作
り
、
瀬
戸
内
海
航
路
を
開
拓
さ
せ
、
第
二
十
一
代
雄
略
天
皇
の
時
に
完
成

を
見
た
と
す
る
論
理
は
納
得
さ
せ
る
視
点
で
あ
る
。 

 

こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
大
和
は
五
世
紀
の
第
二
十
一
代
雄
略
天
皇
を
境
と
し
て
、
日
本
海
航
路
が
瀬
戸
内
海
航
路
へと
中
心

を
移
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
日
本
海
航
路
で
の
河
・川
・湖
を
使
っ
た
水
回
廊
に
よ
っ
て
交
易
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
瀬
戸
内
海
航
路
の
啓

開
は
技
術
的
に
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。 

 

こ
こ
で
筆
者
は
疑
問
が
出
た
。
神
武
天
皇
が
元
前
六
六
〇
年
に
建
国
さ
れ
た
大
和
は
神
武
東
征
に
よ
る
帰
着
で
あ
る
。
神
武
天
皇
（イ
ワ
レ

ビ
コ
尊
）時
に
瀬
戸
内
海
航
路
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
日
本
海
航
路
を
使
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
纏
向
遺
跡
が
三
世
紀
で
日
本
海
航
路
を
使

っ
て
北
九
州
か
ら
も
伝
播
さ
れ
た
事
実
が
あ
り
、
紀
元
前
に
は
纏
向
遺
跡
の
近
く
に
物
部
氏
の
布
留
（ふ
る
）遺
跡
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
神

武
東
征
に
イ
ワ
レ
ビ
コ
尊
は
塩
土
の
翁
か
ら
物
部
氏
の
祖
で
あ
る
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
命
が
高
天
原
か
ら
既
に
降
臨
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。 

 

神
武
東
征
の
各
地
に
そ
の
謂
れ
、
遺
跡
が
残
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
長
野
正
孝
氏
の
筋
書
き
に
あ
る
よ
う
に
、
瀬
戸
内

海
航
路
を
作
っ
た
古
代
人
の
経
験
が
神
武
東
征
に
反
映
さ
れ
て
記
紀
に
記
述
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

長
野
正
孝
氏
の
視
点
は
鋭
い
指
摘
だ
で
あ
る
が
、
古
代
大
和
の
創
生
に
は
も
っ
と
深
い
別
の
視
点
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。 
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はじめに 

第1章 「鉄の伝達と航路」 

 

第2章 「日本海航路と出雲・丹後・敦賀」 

 

第3章 「倭の五王と高句麗との戦い」  

 

第4章 「雄略・継体天皇の大和統一」  

 

第5章 「大和の 5 大古墳群と鉄の路の神」 

おわりに 

                          主な内容                                     


